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アメリカン・ギルドの研究(3)－1847年｢署名入りの星｣について

尚綱女短大生活　玉田　真紀

目的　前回の報告では西部開拓期の生活とギルドの役割について述べた。その際、共立

女子大学所蔵1847年作の「署名入りの星」について年代から推察して東部から西部へ移
動する者のために作られたフレンドシップ・ギルドではないかと考察したが、その後、
サインの名前の関係などからこのギルドの位置付けが多少明らかになったので、その結

果を報告する。
方法　「署名入りの星」を理解するため、サイン入りのギルドがなぜ作られたか、さら

に、共同作業で作るキルティングリ
考察した。また、ギルドのサインにあったニューヨーク州フーシック町に、サインにあ
る人物が当時実在したか、いつまで定住したかなど調査を依頼した。

結果　「署名入りの星」には全体の右上部分にHelen M.L.Armitage,Hoosick N.Y.1847

のサインと64ブロックにある星のパターンの中央には、姓名、町、州のサインがインク
で書かれている。「初期フーシックの歴史」の著者c. w.フアーキンズIll氏により、
このギルドを計画したヘレンと、すぐ下にサインがあったベンジャミンは後に結婚して
いること、また、親戚関係と思える姓がいくつか見られることがわかった。1856年の地
図にヘレン一家の農場は記載されていた。保存状態もよく、柄の配置まで念入りに作ら
れたこのギルドは、花嫁用具を入れるホープ・チェストに入れたブライド・ギルド（花

嫁のギルド）の可能性が強い。

2Pp－9 1980年代における着装観の特徴

大分大教育　　　村田仁代

　目的　現代衣生活成立過程の状況とその要因に関する研究の一環として、本発表では19

80年代の着装動向について論及する。すでに報告した1960 ・70年代に関する成果と比較し

ながら、特に80年代に定着し、今日に継承されている着装上の注目点をあきらかにする。

　方法　80年代の朝日新聞に掲載された衣生活全般に関連する1615件の記事をもとに、着

装状況・着装意識等の面から考察する。

　結果　一つの服種の流行によって一般の着装状況に鮮明な変化の見られた前時代と異な

り、80年代はファッションイメージを軸として多様な着装形態がとられた。そのイメージ

をあらわすキーワードを10年間にわたる記事の中から収集し、その頻出状況を検討した結

果、クラシック・レトロとアバンギャルド、フェミニンとマニッシュ、ロマンチックとス

ポーティー等、相対する表現が同時期に並立して使用されていることは注目できる。この

ことは、ファッション界が前代に見られた流行を主導する存在でなく、今日に継承される

話題提供を行なう立場となったことを物語っている。この状況は70年代後半から見られる

ようになった個性化を標榜する着装傾向が基盤となっているためだが、着装者側か他との

区別に、より高級観を重要視するようになったのは80年代の丿投的な傾向といえる。その

特徴は、素材面で、前時代のいわゆる「天然志向」を一歩押し進め、日常着にまで希少な

高級綿や高級ウールに、原産地や獣毛名等で区別した付加価値を求める選択傾向において

顕著に現れた。
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